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10 名程度．シンガポール：同様に H 施設に暮らす 3 名． 




結果：E 園では 17 名の応募者があり、研究者 7 名が手分けして 2,3 名ずつインタビュー
を行った。内一名は認知症が疑われたためデータから削除した．  
  16 名の内訳：男性 8 名、女性 8 名．70 代 3 名、80 代 12 名、90 代 1 名．  
H 施設では 3 名の対象者を 1 名の研究者がインタビューした．内訳：男性 1 名、
女性 2 名．60 代 2 名、70 代 1 名．  
インタビュー所要時間：いずれも 50 分～90 分． 





た．シンガポール 3 名のデータを加えた場合でも、ほぼ同様の結果となった．  
②作業遂行歴面接：生活満足度を基準に対象者の特徴を考察した．  
E 園：90 点台：男性 4,女性１：ピアノ伴奏、語り部ボランティアなど何らかの社
会的役割がある．85 点：男性 2、女性 2：囲碁、カメラ、俳句など個人的趣味を持っ








 ③作業ﾊﾞﾗﾝｽ：全体的傾向として各作業は、義務的 -願望的の両方に分類されていた． 
 考察：E 園は郊外の家事や食事サービスを持つホームであるのに対し、 H 施設は町中
の高齢者向け住宅で、家事や ADL は個人の責任でデイケア的サービスとして各種作業
を提供しており、入居者は独立性、個別性が高い特徴を持つことが明らかになった． 
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